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は
じ
め
に
（１）
さきに清代地方財政に見られる「借項」という語の意味〈□いについて検討したが、一見それに類似した「動項」という
語
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
を
保
留
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
お
こ
な
い
、
清
代
の
地
方
財
政
に
関
わ
る
諸
問題を考察するための手がかりとしたい。ただし、素材は林則徐が河東河道総督、江蘇巡撫、署（代理）両江総督であつ
（２）
た間におこなった上奏の文一旱に限定している。
ま
ず
、
変
則
的
で
は
あ
る
が
、
右
記
の
上
奏
文
の
う
ち
「
動
項
」
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
語
を
含
む
文
を
摘
記
し
て
、
以
下
に
示
そ
う
。
文
頭
に
付
し
た
番
号
は
『
林
則
徐
集
奏
稿
』
に
お
い
て
付
け
ら
れ
た
文
書
番
号
を
便
宜
的
に
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
動項について（山名）
’五ｂ動用銭糧宜加慎重、
’五ａ前河臣於上年冬間節次批准折修間工三案、均由道庫塾項餅驍購料興辨、
考
察
の
端
緒
動
項
に
つ
い
て
山
名
弘
史
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○九九九八八八八八八八七七七七六五四三二
五九五五七七七七七二二六六六一六八九一二
ｂａｅｄｃｂａｂａｃｂａ
三除仰除所合所而現査自将如設司均又櫨経奏査
江遵蒙一需無畉各在歴応応有有庫因査各該明此
案照聖面撫仰兵属各届照修余不現耗賑該署動項内奏上筋'Ⅲ懇糧応属災例船謄敷有羨員県府砺動
奏准天司銀皇、徴常畉准隻、、各存役衞於済用明之恩動両上惟新平兵其佑報男属公薪稟府寧銭
爲案、放、天有漕倉米動計部於解不水請庫州糧蘇動准銀江恩請並穀、項工擢司還敷飯量内衞、省播給両属、照搭、或修料用庫災、食爲酌等
水緩口、即術嘉運上請理、、正借歴工撫動倉利漕糧責由准慶｜日年戯、詳項駅経費仙銀穀
之米、成司動年漕多擁請地岾奏紙、五、
用価災該庫項間、有漕奏丁建准張即百以、五黎府地結成節動糧苔款謄或等府両免応萬感督丁領案奉砺、、内一於項庫、市請三倫率正採、部平或動箒款鄭、箒価尽千肌印項買動議耀砺項足、省例動増数余髄委銀、項応、借辨備存協於款昂動両、各内採行其倉理用銀撒抄項、擢外嗣員動買全余穀、、－，案、現、、経、擁、数存、十或銀随在
其官、起穀或萬就内査畷余紳蘇運、動七江動随穀銀損属、応項千寧播散及両資在亦留採余藩、、採、撫於不備買両庫母以買
査』lIil道敢地、、別庸資已有、光酌方均本款動済有司臣十請緩経係動支急成庫即三蔵急辨報擁耗、数現復年留之有播有羨、存行秋、需成之案、水奏擬、案款、設利請款不、 有経母内便堪不費庸動再以敷
慧男専動支請、款項、借銀 擾銀行五 －奏
萬十苔両萬箒両給、
本、、
係
従
前
議
溶
法
政
史
学
第
五
十
三
号
査此項動用銭糧、
一一
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一一二ｂ応請在於蘇州藩庫正項道光十四年秋播款内、先播銀五萬両、以資支用、
一
一
三
所
伯
士
方
夫
工
銀
両
、
仰
懇
聖
恩
、
脩
准
援
照
前
案
借
款
辨
理
、
於
司
庫
節
年
地
丁
正
項
銀
内
、
照
数
給
發
、
二
四
応
即
査
照
上
届
乾
隆
五
十
一
年
動
項
挑
辨
之
案
辨
理
、
合
無
仰
懇
聖
恩
、
傭
准
在
於
司
庫
節
年
地
丁
銀
内
照
数
動
擢
、
’二○以致梛移庫項、委係因公動畉、
一二九在於司庫存公銀内動給、
一五一ａ白卵河又別爲一大支、近年以来、或動項、或指桃、
’五一ｂ皆由官民分別指輪、不敢概動款項、
’五九ａ其明房修費等項、経地方官指資辨理、母須動款撫仙、
一五九ｂ査該虚海塘前於嘉慶四年十年両遭風潮沖損、均経前督撫臣援案奏准動努興修、
一五九ｃ臣思国家経費有常、値此停辨工程之時、不敢痩請動項、而海塘関係重大、又不可梢有因循、
一六三ａ因篝塾無款、陸続梛用徴存地漕水利等銀五千九百両、
一六三ｂ又該県十二年秋汎、黄河水勢盛脹、隈工険要、購料槍護、塾動地漕項下銀三千零六十両、
一六三ｃ梛用水利耀価二項銀四千七百八十余両、以致鱈畉庫項積至一萬七千四十六両零、実係因公梛移、
一六三．該員因辨公緊要、不得不暫行動用（原）〔庫〕款、
一六三ｅ査例載梛移庫銀一萬両以上者、発近邊充軍等語、
一六三ｆ庫書相汝舟、於本官梛用庫項、稟阻不力、応照不応重律、杖八十、折責革役、
一六五ａ天庚正供不敢遅緩、州県恐誤免運、不得已暫動庫項、買米交暫、其地丁漕項銭糧、毎年奏錆時、崎零小戸完納
不前、亦有官爲梛塾、以副例限而済要需、遇有交代、将塾完銀米流抵梛鉄之項、移交後任接徴、実相沿年久、
在州県之動項塾解、固不免規避虚分、然当漕務喫緊之時、催党催開、急如星火、実迫於萬不得已、即地漕銭
動項について（山須坤）
一二ａ動用銀款縁由、
霜
思
前
項
設
省
余
銀
、
本
係
原
佶
応
行
動
用
之
款
、
一一一
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一九九九八八八八八八七七七
五三三三九六五五二二六六六
ｃｂａｂａｂａｃｂａ
襄讓霞鬘震震桑鬘砕葦茎襄鬘
奏司動請商道省有稲日既経奏
准庫支修指光官常穀看係費准
借存司軍項十指、；守指有動
努公庫装下一項価；倉辨常努
羨薑鑿拳鬘誓逼孟耆甕虚文謬
、款銀庫、被節遼赦曠請値、
分内両局母風辨請年瞭照断
年、修等庸潮理動、人案省
灘分建工開損、努方工免大
徴別一、錆壊概、准一其修
、動切動正、不動切造海
本給工用款曽敢用費冊塘
応、程銀、経請、用報之
稟藝款篝讓皇鎗際
還在循承項行不
款五例修、募敢
、百奏、損復
両間辨以
以事理江
上、、蘇
者不塘
動工
例損請
応穀動
奏正努
明項項
辨
理
（３）
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ま
ず
八
七
番
の
文
を
紹
介
し
て
、
考
察
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。
こ
れ
は
道
光
一
一
一
年
一
二
月
、
両
江
総
督
陶
樹
、
江
蘇
’六九ｂ於耗羨項下動解、
’六五ｂ将此項塾完民欠銀米、各按交代原抵之数、一体懇免註錆動畉庫項、
一
六
九
ａ
動
用
耗
羨
銀
数
在
五
百
両
以
上
者
、
応
即
随
時
具
奏
、
法
政
史
学
第
五
十
三
号
款
、
糧、院司亟待歓数奏報、不能任其緩解、故亦間有塾完、此等情形、久邇聖明洞零、但所塾銀米原係実欠在民、
歴
経
責
令
州県陸続徴完、帰補庫項、本爲有著之款、今民間通賦已蒙恩旨鍋除、不能再向糧戸催徴、遂致無従帰
四
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と
し
て
い
る
。
各
州
県
の
今
年
分
の
漕
糧
及
び
こ
れ
に
併
せ
て
徴
収
す
べ
き
旧
年
分
未
徴
収
の
漕
糧
は
、
戸
部
よ
り
全
数
を
中
央
に
送
れ
と
し
ば
し
ば
言ってきているので、裁留（戴播漕糧）を願うこともしにくい。
と
し
て
、
上
記
三
種
の
前
例
中
二
つ
ま
で
を
あ
き
ら
め
、
ｄ
に
お
い
て
、
不足している兵糧は嘉慶年間の前例に照らして「動項」採買することをお許し願うしかない。」
と結論している。そして、採買に必要な費用と運搬費との合計銀二万九千両を江寧藩庫（江寧布政司所轄の財源）のうち
から支出して各属に支給し、各属では価格の低い産地を選んで買運貯倉し、各標に支給するようにする、と提案している。
と
述
べ
、
ま
た
、
ｃ
で
は
、
巡撫林則徐の連名になる摺奏で、この年江蘇省江北の准安・揚州・徐州・海州（直隷州）等の府州が天候不順により不作
へいりよう
となり、各地に置かれた漕・河・徐各標（緑営）に対して道光一一一一年分として支給すべき兵糧が不足しているので、これ
を
如
何
に
解
決
す
べ
き
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ｅではかさねて、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
ろ
う
。
第一に、本来広い意味で国費によってまかなうべき緑営の兵食は、実務の面からいえば地方の負担に委ねられていた。
を借用したり、「動
これに対し、ｂでは、
ａの大意はこうである。
動
項
に
つ
い
て
（
山
名
）
あってはならないことながら〔まげて〕皇上の天恩により「動項」して採買のために支給することをお許し願いたい。
現在各属（府や州県）の常平倉穀は去年多くを平耀（市価沈静のため廉価で放出）し、残余は地方緩急の需要に備え
て
留
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
借
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
これまで兵米が災害によって不足した場合、中央へ送るべき漕糧の一部を該当地域に留めて消費したり、州県の倉穀
を借用したり、「動項」して食料を市場で購入したりする等の許可を得て実行し前例となっている。
五
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ここで予想されることは、督撫は中央政府に対して「動項」の許可を得なければならなかったが、｜方、中央もこれを
拒
む
こ
と
は
し
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
動
項
」
が
無
条
件
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
「
動
項
」
が
本
来
あ
る
べ
き
財
政
運
用
か
ら
な
に
が
し
か
外
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
ｌ
な
ぜ
な
ら
ば
、
兵
食
は
本来地丁銀や漕糧と並んで徴収される様々な税目の中にその財政的根拠が与えられているからであるｌということ、等
である。では「動項」は本‐来あってはならない種類の流用と見なすべきなのであろうか。
つ
ぎ
に
、
方
向
を
変
え
て
不
法
と
見
な
さ
れ
る
流
用
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
一六三番の文は准安府所属の安東県知県代理であった潟立蝶という人物の処罰に関わるものである。潟は道光一一年二
（４）
月に着任し、数年在任ののち重大強盗犯人を逮捕できなかった責任を問われて免職となりまもなく病没した。後任の知県
が調査したところ、引き継がれるべき金額に対して一万七千四十余両の不足があることが判明した。当然本人及び関係者
を追及すべきところであったが、本人が既に死亡しているうえに、本籍である直隷順天府琢州にも残された財産は無く、
子の漏清本もこの件に関わりがないことが判明した。さらに、在任中の状況を調べるに及んで、つぎのようなことが判明
した。安東県地方は当時連年被水による災害で、県民が困難な状況にあったため通常の救済措置ではまにあわず、被災民
を救済するための手段を講ずる必要があり、｜一年八月より一二年二月に及ぶまでこれを続けた。
ａ
は
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
か
を
述
べ
て
い
る
。
したがって、緑営各標が置かれていた地域の豊凶によって、兵食の支給が左右されることがあり得た。しかしながら、こ
とは国家の正規軍の給養にかかわることであるので、省全体の行政に与る督撫布政司等はこれを放置するわけにゆかない。
第一一に、各標の窮迫を救う財政的措置として、三種類の手段が前例としてあげられているが、そのうち一一つまではその
財源が本来別の用途に当てられているものである。それでは、残る一つの手段である「動項」にはいかなる正当性が与え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
流
用
の
例
法
政
史
学
第
五
十
三
号
一ハ
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さ
ら
に
、
こ
の
年
秋
の
災
害
が
や
や
重
か
っ
た
の
で
、
冬
季
の
救
済
食
料
を
申
請
す
る
い
と
ま
も
な
く
、
県
内
の
城
鎮
に
い
る
窮
民
の
た
め
に
施
設
を
設
け
て
粥
を
配
り
、
そ
の
た
め
に
ｃ
で
述
べ
る
よ
う
に
、
水利・耀価（常平倉穀等を放出した代価）二項目の銀四千七百八十余両を「梛用」し、これら全部を合計して一万七
千四十六両余りの欠損を県の財政にもたらす結果となった。〔これは〕公の要のために「梛移」したものである。
県の庫書（出納記録係）はこれを止めようとしたが、ｄにあるように、
漏
代
理
知
県
は
公
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
や
む
を
得
ず
と
り
あ
え
ず
県
庫
の
款
を
「
動
用
」
し
た
。
その後急いでこれの補填措置をとる予定であったが、その後罷免によって離任することになり、その補填ができなくなっ
た。以上が一万七千両以上の欠損を残した顛末である。
督
撫
の
判
断
は
、
本
来
ｅ
に
あ
る
よ
う
に
、
則例に「梛移庫銀一万両以上の者は近辺に追放して従軍させる」とある。
しかし、この件は免職の後病没した漏立蝶が安東県に在任の間、公のために県庫の銀一万七千四十余両を柵移したもので
あ
っ
て
、
横
領
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
前
例
に
従
っ
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
す
で
に
本
人
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
「
充
軍
」
と
い
う
形
で
罪
を
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、
生
じ
た
欠
損
は
子
の
漏
清
本
に
償
わ
せ
る
。
庫
書
の
相
汝
舟
に
つ
い
て
は
ｆ
に
てしまった。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
』
一一一千三百両を「繩
ｂではつぎのように述べている。
安東県は一二年の秋の長雨に際して、〔当時江蘇省北部を貫流していた〕黄河の水かさが増し、堤防工事を急ぐ必要
が
あ
っ
た
た
め
、
資
材
を
購
入
し
、
補
強
工
事
を
お
こ
な
い
、
そ
の
た
め
に
地
丁
・
漕
糧
の
項
目
に
入
っ
て
い
た
銀
三
千
六
十
両
を
「
塾
動
項
に
つ
い
て
（
山
名
）
動」した。
救
済
費
用
を
捻
出
す
る
に
も
費
用
の
出
所
が
無
く
、
徴
収
し
て
あ
っ
た
地
丁
・
漕
糧
・
水
利
等
の
銀
五
千
九
百
両
を
次
々
と
「
梛
用
」
し
そ
の
ほ
か
に
も
不
時
の
出
費
が
重
な
り
、
該
当
す
る
各
項
の
経
費
も
既
に
無
く
、
寄
付
も
及
ば
ず
、
そ
の
た
め
に
亦
地
丁
漕
糧
等
の
銀
「梛用」
した。
七
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一
六
五
番
の
文
は
地
丁
銀
や
州
県
か
ら
旗
丁
・
運
軍
を
通
じ
て
中
央
に
送
ら
れ
る
漕
糧
に
関
わ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
県
財
政
に
欠
損
が
生
ず
る
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
上
奏
文
全
体
の
趣
旨
は
、
道
光
帝
の
母
后
の
六
十
歳
を
祝
っ
て
出
さ
れ
た
税
の
減
免
措
置
の
う
ち
、
嘉
慶
二
十
一
一
一
年
（
一
八
一
八
）
よ
り
、
道
光
一
○
年
（
一
八
三
○
）
に
至
る
期
間
の
未
納
税
の
徴
収
を
免
除
す
る
と
い
う
恩
典
に
対
し
、
納
税
者
の
み
な
らず、徴収に当たる州県当局に残ってしまう責任をも免除することを願うというところにある。では、税の免除に伴って
州
県
当
局
に
ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ａ
と
し
て
掲
げ
た
部
分
の
大
意
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
た
と
い
公
用
の
た
め
と
は
い
え
、
県
庫
の
款
を
大
量
に
許
可
な
く
正
規
の
使
途
以
外
に
流
用
す
れ
ば
、
罪
に
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
である。とりわけ直接税の根幹とされる地丁漕糧等の流用は問題視されたであろう。臆の場合は梛移
の結果生じた欠損を補填する時間的余裕も無く、他の理由で免職離任となったためと思われるかもしれないが、そうでは
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
則
例
の
条
文
は
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
「
梛
移
庫
銀
一
万
両
以
上
者
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
少
額
な
（６）
らば梛移は罪に問われないのであろうか。問題は「梛移」という語の意味合いである。「梛移」には規則違反と一一一一口うには
至
ら
な
い
ま
で
も
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
許
可
が
得
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
「
梛
移
」
と
い
う
認
定
が
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
鵺
の
場
合
は
申
請
し
て
も
許
可
が
得
ら
れ
る
見
込
み
も
な
く
、
危
急
に
際
し
て
許
可を待つ時間の余裕も無かったのであろうが。では何をもって「梛移」と認定するのであろうか。ここで、県財政の欠損
が
生
ず
る
別
の
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
鵺
が
県
庫
の
〔
他
の
使
途
』
て杖八十のほか、責任一
以上のようなものであった。
こ
の
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
よ
う
に
、
三
漕
糧
に
関
わ
る
欠
損
の
例
法
政
史
学
第
五
十
三
号
〔
他
の
使
途
に
当
て
る
べ
き
〕
項
目
の
款
を
「
梛
用
一
す
る
こ
と
を
阻
止
し
な
か
っ
た
廉
に
よ
り
、
重
大
な
規
則
違
反
と
し
（５）
》か、一貝任を問三って免職とする。
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以
上
の
よ
う
な
願
い
を
税
糧
徴
収
の
責
を
担
う
立
場
か
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
朝
地
方
財
政
の
様
々
な
問
題
点
を
示
す
文
献
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
当
面
、
論
題
に
沿
っ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
行
政
の
末
端
で
あ
る
州
県
は
中
央
そ
の
他
の
上
級
機
関
に
対
し
て
地
丁
漕
糧
の
徴
収
の
責
任
を
負
う
の
で
、
処
罰
を
恐
れ
る
あ
ま
したがって、
動項について（山名）
じ
て
、
す
べ
て
徴
収
二
をお許し願いたい。
納
税
戸
の
未
納
が
原
因
で
州
県
が
代
理
納
入
し
欠
損
と
な
っ
た
分
の
銀
や
米
は
、
そ
れ
ぞ
れ
州
県
官
の
交
代
の
際
に
引
き
継
い
だ
額
に
応
じ
て
、
す
べ
て
徴
収
免
除
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
動
畉
庫
項
」
の
項
か
ら
抹
消
し
て
州
県
財
政
の
欠
損
と
見
な
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
国
家
の
倉
に
漕
糧
を
納
め
る
の
に
遅
れ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
州
県
は
運
軍
等
に
漕
糧
を
引
き
渡
す
の
に
〔
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
〕
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
や
む
を
得
ず
と
り
あ
え
ず
州
県
庫
の
款
を
使
っ
て
米
を
〔
市
場
で
〕
買
っ
て
引
き
渡
す
。
地
丁
漕
糧
等
の
項
目
の
銭
糧
は
、
毎
年
会
計
報
告
の
時
期
に
な
っ
て
も
零
細
な
家
計
の
家
は
納
税
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
州
県
は
〔
徴
税
に
関
す
る
会
計
の
帳尻を合わせるため〕州県は〔他の項目から〕流用して埋め合わせをし、それによって期限に間に合わせる。そこへ
州県官の交代があると、埋め合わせに使って欠損となった分の銀や米は「梛鉄之項」として括って後任の州県官が徴
収
の
責
任
を
負
う
べきものとして引継をしてしまい、それが代から代へと重なってしまう。州県が「動項塾解」するこ
と
は
当
然
処
罰
の
対象となる。けれども漕務喫緊の時には、漕糧の運軍への引き渡しと中央に向けての漕船の出発とが
急
か
さ
れ
る
こ
と
は
星
火
の
ご
と
く
で
あ
り
、
万
や
む
を
得
な
い
事
情
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
丁
漕
糧
等
の
銭
糧
は
巡
撫
、
布
政
司
等
の
上
級
機
関
で
、
一
定
の
数
量
が
そ
ろ
う
の
を
待
っ
て
会
計
報
告
を
す
る
の
で
、
送
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
州
県
が
〔
一
時
的
に
〕
身
代
わ
り
納
入
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
つ
と
に
皇
帝
陛
下
も
ご
存
じ
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
埋
め
合
わ
せ
の
た
め
に
身
代
わ
り
納
入
し
た
銀
や
米
は
、
も
と
も
と
は
民
間
の
税
の
未
納
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
州
県
が
陸
続
徴
収
し
終
え
て
、
流
用
し
た
た
め
に
欠
損
と
な
っ
て
い
る
項
目
に
埋
め
戻
す
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
欠
損
は
本
来
埋
め
る
当
て
の
あ
る
款
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
民
間
の
未
納
税
の
納
入
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
今
後
納
税
戸
か
ら
〔
未
納
分
を
〕
徴
収
で
き
な
く
な
る
の
で
、
つ
い
に
本
来
埋
め
戻
す
当
て
が
あ
っ
た
欠
損
が
解
消
で
き
な
く
な
る
。
〔未納分を〕徴収一
ｂ
に
あ
る
よ
う
に
、
九
Hosei University Repository
つぎに、「項」の例としては一七六番ａ、ｂに「動努」「動努項」とあって、「項」は「努項」とも表記されることがわ
か
る
。
そ
れ
は
二
一
五
番
に
お
い
て
「
借
努
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、
こ
の
文
が
先
に
扱
っ
た
「
借
項
」
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
らも傍証される。すなわち、「項」は「努」「努項」とも表記されるということである。それは一五九番ｂ、ｃに「動努興
修
」
「
動
項
」
と
あ
り
、
一
七
六
番
と
同
じ
問
題
を
扱
っ
た
一
八
六
番
に
お
い
て
「
請
努
承
修
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
、
五
八
番
の
「
箒
動
款
項
」
、
一
八
五
番
ｂ
の
「
請
動
款
項
」
に
あ
る
「
款
項
」
も
「
項
」
と
同
義
と
見
な
し
て
よ
い
。
六九番に見える「動解」Ⅲ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
以上、八七、一六一一一、一六五の諸史料を検討して得られる印象は、「動項」と「梛移」とがほとんど同義と言ってもよ
いほど近いということである。それは一六三番の文中においてｃには「梛用」「梛移」とあり、ａ、ｆには「梛用」とあ
るのに対し、類似の行為がｂに「塾動」ｄに「動用庫款」と表現されていることからも推測できよう。強いて差異をあげ
るとすれば、「動項」がより広い概念で、「梛移」がそのうちの特定の場合を表すと一一一一口ってもよいのではないか。「動項」
は公的に認可された合法的とも一一一一口えるものから、本来認められない非合法的なものまでをも広く含んでいるように思われ
る。ここで、「動」、「項」を含む種々の語の用法を先に掲げた諸文の中から拾ってみよう。
まず、「動」の例としては一九三番ａ、ｂ、ｃにそれぞれ「動用」「動支」「動給」とあり、これらはいずれも同義と認
められる。「動用」は一三番、一一一番に、「動給」は一一一九番にも見える。一五番ａ、ｂには「塾項」と「動用」とがほ
ぼ同義の語として使われている。また、六六番、七一番、七六番ａ、一○五番にある「動撒」もほぼ同義とみなせる。’
六
九
番
に
見
え
る
「
動
解
」
も
内
容
と
し
て
は
「
動
支
」
「
動
給
」
と
同
じ
と
見
て
よ
い
。
九
五
番
ａ
、
ｂ
に
は
「
動
播
」
と
「
動
放
」
と
が
り、未徴収分を州県財政の他項目から流用してまで帳尻を合わせようとする。これを「梛塾」という。「梛塾」は「動項
塾解」とも表現され、本来許されることではないが、その結果生ずる県財政の欠損は、これを「梛峡」と称し、これを徴
税
に
よ
っ
て
埋
め
る
責
任
は
代
々
の
州
県
官
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
四
「
動
項
」
と
「
梛
移
」
法
政
史
学
第
五
十
三
号
￣
○
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以
上
、
「
動
項
」
と
い
う
語
の
意
味
合
い
を
「
梛
移
」
と
対
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
視
野
は
甚
だ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
用
い
た
史
料
も
特
定
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
後
視
野
を
広
げ
て
本
稿
で
得
ら
れ
た
一
応
の
結
論
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を
検
証
し
地
方
財
政
の
仕
組
み
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
い
き
た
い
。
すなわち、「動項」には類似した種々の語があることがわかるのであるが、これらは何と対照して使われるのであろう
か。一五一番ａには「或動項」「或指挑」とあって、「指挑」と対照され、一八九番には「商指」と「正款」とが対照して
使
わ
れ
て
い
る
。
「
動
項
」
は
一
般
的
に
い
え
ば
、
州
県
当
局
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
財
源
を
使
用
す
る
場
合
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
動
項
」
は
無
制
限
に
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
｜
定
の
手
続
き
と
中
央
を
は
じ
め
と
す
る
監
督
機
関
による認可とを経てはじめて合法的な財政運用として認められたものであろう（ちなみに、一六九番ａ、一九三番ｂにあ
るように、布政司庫にある耗羨銀両の場合は銀五百両以上を「動用」「動支」する際に認可を受けることが求められてい
る
）
。
こ
れ
を
経
ず
し
て
お
こ
な
っ
た
流
用
は
「
梛
移
」
と
認
定
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
結
び
に
か
え
て
註（１）「借項についてｌ清朝地方財政の一駒ｌ」『法政大学文学部紀要』第四一一号、’九九七年三月。
（
２
）
中
山
大
学
歴
史
系
中
国
近
代
現
代
史
教
研
組
・
研
究
室
編
『
林
則
徐
集
奏
稿
』
上
冊
（
中
国
近
代
人
物
文
集
叢
書
）
一
九
六
五
年
三
月
、
中
華
書局、より引用。句読および字体は若干変更した。
（
３
）
以
下
、
（
）
内
は
語
句
の
説
明
、
〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。
（
４
）
光
緒
安
東
県
志
二
八
七
五
年
刊
）
巻
之
九
秩
官
下
に
よ
れ
ば
、
臆
の
後
任
楊
鴻
彬
は
十
三
年
着
任
。
（５）相汝舟は庫書であってこれは胄吏に属するから、その「革役」は正印官たる知県等の「革職」と意味を異にする。
（６）「梛移」（あるいは那移）の一般的意味は「移す」ということであるが、行政機関による財政運用に関して使用される場合は
や
や
特
殊
な
意
味
合
い
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
の
対
象
と
し
た
。
動項について（山名）
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